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第
72
回
Ｊ
Ａ
め
ま
ん
べ
つ
青

年
部
（
下
田
部
長
・
部
員
73
名
）

通
常
総
会
が
48
名
出
席
の
も
と

３
月
１
日（
金
）に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
総
会
で
は
、
下
田
部
長
挨
拶

後
、
来
賓
の
松
川
町
長
、
渡

組
合
長
、
農
民
協
議
会
髙
橋
委

員
長
、
武
部
新
農
林
部
会
長
代

理
大
谷
秘
書
、
辻
女
性
部
部
長

に
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
議
長

に
谷
大
輔
さ
ん
（
本
郷
）
を
選

出
し
、
議
案
の
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

　
令
和
５
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
、
令
和
６
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
案
、
令
和
６
年

度
負
担
金
徴
収
方
法
が
提
案
さ

れ
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
令
和
６
年
度
の
役

員
改
選
が
あ
り
、
部
長
に
山
本

靖
さ
ん
（
大
東
）、
副
部
長
に

山
田
直
靖
さ
ん
（
住
吉
）、
書

記
長
に
古
田
周
平
さ
ん（
日
進
）

が
選
任
さ
れ
、
本
年
度
の
事
業

を
新
役
員
と
取
り
組
ん
で
行
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

［
営
農
課
　
宍
戸
］

山

本

　

靖

山

田

直

靖

古

田

周

平

砂

金

友

基

玉

木

陽

介

石

原

和

将

溝

口

慎

二

福

田

真

也

田

中

洋

平

開

口

和

樹

辻
　
　
　
尚
　
幸

関

　

恭

輔

山

本

琢

己

伊

藤

啓

太

舛

本

　

凌

部

　

長

副

部

長

書

記

長

理

　

事

〃〃〃

支

部

長

〃〃〃

監

　

事

〃

参

与

〃

令和６年度 ＪＡめまんべつ青年部役員名簿 （敬称略）

青年部新役員

青年部前役員

第72回ＪＡめまんべつ青年部通常総会

※
北（
昭
和
・
湖
南
・
朝
日
・
日
進
・
開
陽
・
巴
沢
）

　
東（
大
東
・
中
央
）

　
西（
本
郷
）

　
南（
大
成
・
住
吉
・
豊
里
）
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第
72
回
Ｊ
Ａ
め
ま
ん
べ
つ
青
年
部
通
常
総
会
を
も
ち
ま
し
て
、
青
年
部
部
長
を
退
く

事
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
も
５
類
に
移
行
し
通
常
に
近
い
形
で
青
年
部
活
動
を
行
う
思
い
の

も
と
動
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
久
々
に
コ
ロ
ナ
前
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
活
動
を
行
う
に
あ

た
り
、
副
部
長
、
書
記
長
、
事
務
局
、
役
員
、
部
員
の
み
な
さ
ま
に
助
け
て
も
ら
い
な

が
ら
部
長
の
職
務
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
事
業
運
営
に
あ
た
り
ま
し

て
は
農
協
、
女
性
部
、
商
工
会
青
年
部
、
役
場
な
ど
各
関
係
機
関
の
皆
様
に
多
大
な
る

ご
理
解
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
73
名
の
盟
友
と
と
も
に
試
験
研
究
、
研
修
、
交
流
、
食
育
の
４
部
会

で
主
な
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
部
会
長
を
中
心
に
全
部
員
が
各
部
会
に
所
属

す
る
体
制
に
な
っ
て
３
年
目
と
な
り
、
当
初
は
手
探
り
の
こ
と
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
が
年
々
流
れ
も
で
き
あ
が
り
、
今
年
度
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
各
部
会
有
意
義
な
活
動
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
青
年
部
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
り
ま
す
収
穫
感
謝
祭
り
は
コ
ロ
ナ
前
の
規
模
で

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
お
客

様
に
ご
来
場
い
た
だ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
部

員
の
み
な
さ
ん
、
多
く
の
関
係
者
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
得
て
青
年
部
に
し
か
で
き
な

い
形
で
女
満
別
を
Ｐ
Ｒ
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
１
年
間
部
長
を
や
っ
て
み
て
、

自
分
の
至
ら
な
さ
を
痛
感
す
る
と
同
時
に
本

当
に
周
り
の
み
な
さ
ま
に
助
け
ら
れ
、
感
謝

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
と
て
も
い
い
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
年
々
部
員
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
逆

境
に
負
け
ず
こ
れ
か
ら
も
自
分
達
が
楽
し
い

と
思
え
る
青
年
部
活
動
を
行
い
、
青
年
部
さ

ら
に
は
女
満
別
農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
地
域
の

担
い
手
と
し
て
頑
張
っ
て
い
く
青
年
部
に
、

皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

退
任
の
挨
拶

　
３
月
１
日
に
行
わ
れ
た
第
72
回
Ｊ
Ａ
め
ま
ん
べ
つ
青
年
部
通
常
総
会
に
お
い
て
令
和

６
年
度
の
新
役
員
体
制
が
決
ま
り
、
こ
の
度
部
長
と
し
て
青
年
部
の
代
表
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
頃
よ
り
青
年
部
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
組
合
員
の

諸
先
輩
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
、
農
協
職
員
の
方
々
、
女
性
部
、
役
場
、
普
及
セ
ン

タ
ー
、
原
料
所
の
他
、
数
多
く
の
関
係
機
関
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今

後
も
若
い
農
業
者
に
対
し
て
更
な
る
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
当
地
域
で
は
ま
だ
ま
だ
復
旧
復
興
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
度
の
米
作
付

面
積
は
前
年
比
で
６
、
７
割
の
見
込
み
で
同
じ
農
業
従
事
者
と
し
て
心
苦
し
い
ば
か
り

で
す
。

　
世
界
に
目
を
向
け
る
と
長
引
く
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
や
パ
レ
ス
チ

ナ
自
治
区
ガ
ザ
で
の
戦
闘
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
な
ど
依
然
と
し
て
安
定
す
る
目
処

が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
身
近
な
事
柄
と
し
て
は
物
価
高
、
原
油
高
、
円
安
、
肥
料
飼
料

価
格
の
高
騰
、
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
、
異
常
気
象
な
ど
問
題
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、

逆
境
を
糧
に
青
年
部
な
ら
で
は
の
活
動
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
当
青
年
部
で
は
食
育
、
試
験
研
究
、

研
修
、
交
流
の
４
つ
の
部
会
活
動
を
中
心
と

し
て
各
支
部
で
の
活
動
、
青
年
部
主
催
で
の

収
穫
感
謝
ま
つ
り
の
開
催
な
ど
数
多
く
の
活

動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
の
分
類
と

な
り
、
各
部
会
や
収
穫
感
謝
ま
つ
り
は
コ
ロ

ナ
禍
前
の
規
模
に
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
後
継
者
不
足
や
離
農
な
ど
に
よ

り
部
員
数
の
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
各
事
業
活
動
の
目
的
を
再
確
認
し
、

青
年
部
一
人
一
人
が
積
極
的
に
参
加
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
先
頭
に
立
っ
て
取
り
進
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
青
年
部
活
動
を
通

し
て
様
々
な
知
見
を
得
な
が
ら
仲
間
と
の
親

交
を
深
め
、
女
満
別
の
農
業
を
更
に
盛
り
上

げ
て
い
け
る
よ
う
青
年
部
員
み
ん
な
が
一
丸

と
な
り
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　
１
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 就

任
の
挨
拶Ｊ

Ａ
め
ま
ん
べ
つ
青
年
部 

部
長
　
山
　
本
　
　
　
靖

新三役の皆さん
山田副部長　　　　山本部長　　　　古田書記長

Ｊ
Ａ
め
ま
ん
べ
つ
青
年
部 

前
部
長
　
下
　
田
　
隆
　
太

前三役の皆さん
伊藤副部長　　　　下田部長　　　　舛本書記長
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（
本

　郷
）

（
大

　東
）

（
住

　吉
）

（
住

　吉
）

（
豊

　里
）

（
日

　進
）

（
開

　陽
）

（
大

　成
）

（
大

　東
）

（
本

　郷
）

（
住

　吉
）

（
豊

　里
）

　
２
月
29
日（
水
）、
女
満
別
研

修
会
館
に
於
い
て
、
第
69
回
Ｊ

Ａ
め
ま
ん
べ
つ
女
性
部
（
田
中

秀
美
部
長
、部
員
数
１
１
９
名
）

通
常
総
会
が
本
人
出
席
94
名
、

委
任
状
に
よ
る
も
の
22
名
、
合

計
１
１
６
名
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
総
会
で
は
、
田
中
部
長
の
挨

拶
後
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性

協
議
会
相
内
会
長
、
高
橋
専
務

理
事
、
下
田
青
年
部
長
に
ご
祝

辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　
議
長
に
住
吉
地
区
の
森
賀
聖

子
さ
ん
を
選
出
し
、
令
和
５
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

報
告
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画

並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た

全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
会
場
内
で
は
そ
れ
ぞ

れ
の
支
部
の
華
や
か
な
作
品
展

示
が
行
わ
れ
、
皆
さ
ん
の
目
を

惹
き
ま
し
た
。［

営
農
課
　
上
野
］

辻
　
　
　
亜
矢
子

遠
　
国
　
ひ
と
み

大

江

弘

美

大
　
隅
　
恵
美
子

米

倉

睦

美

横
　
尾
　
公
美
子

山

本

　

忍

西

山

尚

美

大
久
保
　
美
保
子

岡

田

悦

子

宮

田

和

子

斎

藤

峰

子

部

　

長

副

部

長

〃

監

　

事

〃

理

　

事

〃〃〃〃〃〃

令和６年度・７年度 ＪＡめまんべつ女性部役員名簿 （敬称略）

女性部新役員

女性部前役員

第６9回ＪＡめまんべつ女性部通常総会開催
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役
員
・
部
員
の
皆
様
に
助
け
て
い
た
だ
き
、
事
務
局
に
も

大
変
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
２
年
間
何
と
か
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
関
わ
っ
た

す
べ
て
の
方
に
感
謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
役
員
会
や
行
事
の
あ
る
度
に
緊
張
で
お
腹
が
痛
く
な
り
、

挨
拶
の
時
は
頭
が
ま
っ
白
に
な
り
、
「
上
が
り
症
」
は
最
後

ま
で
克
服
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行
と

な
り
、
女
性
部
も
本
格
的
な
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夏
期
・
冬
期
と
も
一
泊
で
研
修
会

を
行
え
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
部
員
相
互
の
交
流
を
深
め
ら

れ
た
事
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
ま
た
フ
レ
ミ
ズ
の
皆
さ
ん
も
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
る
事

は
、
こ
れ
か
ら
の
女
性
部
に
と
り
ま
し
て
〝
明
る
い
光
〟
だ

と
感
じ
ま
す
。

　
今
年
の
12
月
に

は
70
周
年
記
念
旅

行
が
あ
り
、
楽
し

み
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ご
家

族
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
得
て
、
多

く
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
す
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

　
最
後
に
Ｊ
Ａ
め

ま
ん
べ
つ
女
性
部

の
益
々
の
ご
発
展

と
、
部
員
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
退
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

退
任
の
挨
拶

　
こ
の
度
、
女
性
部
部
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な

り
ま
し
た
。

　
副
部
長
と
し
て
、
前
部
長
田
中
さ
ん
、
前
副
部
長
大
橋
さ

ん
を
は
じ
め
、
役
員
の
皆
さ
ん
・
事
務
局
と
共
に
コ
ロ
ナ
情

勢
を
考
慮
し
な
が
ら
２
年
間
楽
し
く
活
動
し
、
い
ろ
い
ろ
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
農
家
へ
嫁
ぎ
若
妻
会
、
女
性
部
へ
と
多
く
の
仲
間
と
出
会

い
、
情
報
交
換
し
、
い
ろ
ん
な
悩
み
も
分
か
ち
合
え
る
女
性

部
活
動
は
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
大
切
な
場
所
で
す
。

　
今
、
女
性
部
は
部
員
減
少
な
ど
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す

が
、
副
部
長
、
理
事
、
支
部
長
の
方
々
と
共
に
、
明
る
く
楽

し
い
女
性
部
活
動
を
行
う
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度

は
Ｊ
Ａ
め
ま
ん
べ

つ
女
性
部
設
立
70

周
年
と
い
う
節
目

の
年
で
も
あ
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
部
員

皆
様
の
な
お
一
層

の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
Ｊ
Ａ

を
は
じ
め
各
関
係

機
関
の
ご
指
導
と

ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

就
任
の
挨
拶

Ｊ
Ａ
め
ま
ん
べ
つ
女
性
部 

部
長
　
辻
　
　
　
亜
矢
子新三役の皆さん

遠国副部長　　　　辻部長　　　　大江副部長

Ｊ
Ａ
め
ま
ん
べ
つ
女
性
部 

前
部
長
　
田
　
中
　
秀
　
美前三役の皆さん

　辻副部長　　　　田中部長　　　　大橋副部長
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今
年
で
９
年
目
を
迎
え
る
て

ん
菜
共
同
育
苗
施
設
の
操
業
が

３
月
２
日（
土
）よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
共
同
育
苗
施
設
で
は
、

女
満
別
区
域
の
移
植
面
積
の
約

８
割
以
上
に
あ
た
る
約
５
０
，

０
０
０
冊
を
製
造
、
供
給
を
行

い
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
職
員
や
パ
ー

ト
等
に
外
国
人
派
遣
株
式
会
社

グ
リ
ー
ン
オ
ー
シ
ャ
ン
よ
り
職

員
２
名
と
外
国
人
労
働
者
13
名

が
加
わ
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

１
日
３
，
０
０
０
冊
を
製
造
し
、

運
送
会
社
に
よ
り
３
つ
の
班
で

敷
き
な
ら
べ
を
行
い
ま
し
た
。

天
候
等
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

３
月
21
日（
木
）に
無
事
供
給
が

完
了
致
し
ま
し
た
。
利
用
い
た

だ
い
た
皆
様
に
は
良
い
評
価
を

頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
利
用
さ

れ
た
方
の
声
を
聴
き
な
が
ら
取

り
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

［
農
産
課
　
鈴
木
］

てん菜共同育苗施設操業
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３
月
19
日（
火
）、
農
協
会
議
室
に
て
稲
作
生
産
組
合
の
総

会
・
共
励
会
・
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
さ
れ
、
議
事
は
全
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
胴
割
粒
へ
の
対
策
や
省
力
化
技
術
・
米
品
種

に
お
け
る
育
種
の
歴
史
等
を
学
び
、
有
意
義
な
講
習
と
な
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　［
農
産
課
　
鈴
木
］

共
励
会
結
果

　
第
１
位
　
本
郷
地
区
　
㈱
髙
橋
農
産
さ
ん

　
第
２
位
　
本
郷
地
区
　
高
橋
　
照
明
さ
ん

　
第
２
位
　
本
郷
地
区
　
富
永
　
雅
浩
さ
ん

　
３
月
22
日（
金
）、
農
協
会
議
室
に
て
種
子
馬
鈴
薯
耕
作
組

合
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
中
央
地
区
の
丹
治
昭
博
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
議
事
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
全

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
総
会
で
は
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
組
合
長
に
中
央
地
区

の
小
田
島
勝
利
さ
ん
、
副
組
合
長
に
湖
南
地
区
の
今
多
信
悟

さ
ん
、
大
東
地
区
の
丹
治
大
介
さ
ん
、
監
事
に
湖
南
地
区
の

横
山
利
明
さ
ん
、
住
吉
地
区
の
宇
野
公
一
さ
ん
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　［
青
果
課
　
齋
藤
］

　
３
月
21
日（
木
）、
女
満
別
町
採
種
小
麦
生
産
組
合
総
会
及

び
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
美
幌
支
所
、

荒
木
係
長
並
び
に
藤
江
職
員
に
よ
る
令
和
６
年
産
に
向
け
た

小
麦
に
関
す
る
技
術
対
策
及
び
最
新
情
報
に
つ
い
て
講
習
頂

き
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
令
和
５
年
度
決
算
及
び
令
和
６
年
度
予
算
案

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
議
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
本

年
度
は
役
員
改
選
が
行
わ
れ
組
合
長
に
中
央
地
区
、
丹
治
貴

史
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　［
農
産
課
　
土
井
］

種
子
馬
鈴
薯
耕
作
組
合
総
会

種
子
馬
鈴
薯
耕
作
組
合
総
会

女
満
別
町
採
種
小
麦
生
産
組
合
総
会
・
講
習
会
の
開
催

女
満
別
町
採
種
小
麦
生
産
組
合
総
会
・
講
習
会
の
開
催

稲
作
生
産
組
合
総
会
・
共
励
会
・
講
習
会
　開
催

稲
作
生
産
組
合
総
会
・
共
励
会
・
講
習
会
　開
催
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陽
春
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
春
耕
期
を
迎
え
ご
多

忙
の
時
期
か
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
事
で
す
が
今
年
３
月
末
を
も
っ
て
女
満
別
町

農
業
協
同
組
合
を
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

　
昭
和
57
年
４
月
に
入
所
、
最
初
は
畜
産
課
に
配
属
さ
れ
、

そ
の
後
は
営
農
販
売
畑
を
長
く
経
験
し
令
和
元
年
よ
り
再

雇
用
と
し
て
監
査
室
と
通
算
42
年
間
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　
そ
の
間
大
過
な
く
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
は
組

合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
の
賜
物
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
振
り
返
る
と
入
所
当
時
組
合
員
戸
数
は
５
６
０
戸
ほ
ど

あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
は
そ
の
半
分
と
な
り
作
付
け
形
態

も
含
め
め
ま
ん
べ
つ
農
業
の
ス
タ
イ
ル
は
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
よ
く
農
業
は
厳
し
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
農
業
は

日
本
の
食
料
生
産
を
担
う
大
事
な
産
業
で
す
。
今
後
の
め

ま
ん
べ
つ
農
業
の
更
な
る
躍
進
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
め

ま
ん
べ
つ
の
役
職
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
し
簡
単
で
あ
り
ま
す
が
退
職
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

退
職
の
ご
挨
拶

坂

　部

　幸

　次
　
春
陽
の
候
、
組
合
員
皆
様
は
、
春
の
春
耕
期
を
迎
え
ご

多
忙
の
毎
日
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
事
で
す
が
、
こ
の
度
令
和
６
年
３
月
31
日
付

け
を
も
ち
ま
し
て
女
満
別
町
農
業
協
同
組
合
を
退
職
い
た

し
ま
し
た
。

　
入
組
し
て
か
ら
永
き
に
わ
た
り
勤
務
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
組
合
員
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
ご
厚
情
の
賜
物
と
厚
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
顧
み
ま
す
と
、
貯
金
共
済
課
貯
金
係
、
ふ
れ
あ
い
課
融

資
係
、
融
資
課
、
貯
金
共
済
課
貯
金
係
、
営
農
課
、
金
融

課
融
資
係
、
金
融
課
貯
金
係
と
営
農
課
で
の
女
性
部
事
務

局
等
を
担
当
し
た
以
外
は
信
用
事
業
の
業
務
を
勤
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
女
性
部
事
務
局
時
は
、
初
め
て
の
事
務
局
担
当
で
何
も

わ
か
ら
ず
女
性
部
役
員
・
部
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　
女
性
部
事
業
で
の
夏
期
研
修
会
・
日
帰
り
研
修
会
・
冬

期
研
修
会
、
女
性
部
役
員
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
練
習
・

衣
装
作
り
等
は
大
変
で
し
た
が
、
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
・
役
職
員
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
女
満
別
町
農
業
協
同
組
合
の
持
続
的
な
発
展
を
ご

祈
念
し
、
退
職
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
長
い
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

退
職
の
ご
挨
拶

東

　海

　明

　美
　
春
陽
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
春
耕
起
を
迎
え
、

ご
多
忙
の
毎
日
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
事
で
す
が
、
こ
の
度
令
和
６
年
３
月
31
日
付

を
も
ち
ま
し
て
女
満
別
町
農
業
協
同
組
合
を
退
職
い
た
し

ま
し
た
。

　
令
和
３
年
に
入
組
し
て
か
ら
３
年
間
勤
務
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、
組
合
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
ご
厚
情
の
賜
物

と
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
在
職
中
は
、
農
産
課
に
て
業
務
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
大
豆
・
原
料
ビ
ー
ト
・
採
種
ビ
ー
ト
を
担
当
し
、
実
際

に
畑
を
回
り
作
物
に
触
れ
て
た
く
さ
ん
の
事
を
学
ば
せ
て

頂
け
た
日
々
で
し
た
。

　
立
場
は
変
わ
り
ま
す
が
今
後
も
農
業
に
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
女
満
別
で
得
た
経
験
や
知
識

を
生
か
し
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
と
役
職
員
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
女
満
別
農
業
の
発
展
を
ご
祈
念
し
、
退
職
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
大
変
お
世
話
に
な
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

退
職
の
ご
挨
拶

川

　合

　里

　歩
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い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
食
べ
る
大
切
さ

私
の
食
育
日
記

退職のご案内

～お世話になりました～

購買部 資材課 資材係

紺　野　栄　子
勤　続：17年９ヶ月

退職日：令和６年３月29日付

経済部 青果課 青果係

三　木　　　舞
勤　続：６年

退職日：令和６年３月29日付

管理部 管理課 管理係

尾　居　心　生
勤　続：５年

退職日：令和６年３月29日付

食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
　岡
村
　麻
純
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◇議　案

　①　みのり監査法人による令和５年度財務諸表等の監査報告に

　　　ついて

　②　監事会による令和５年度決算監査報告について

　③　令和５年度事業報告、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案、注記表、附属明細書及び部門別損益

計算書について

　④　第７６回通常総会の招集及び議案並びに報告事項について

　④-1　令和５年度　労働保険事務組合の徴収・納付状況について

　⑤　議決権行使書面の取扱について

　⑥　参事の選任について

　⑦　組合員の持分譲渡について

　　　全議案原案通り承認されました。

 ＝協議報告事項＝

　１．ＪＡ北海道中央会臨時総会について

　２．令和６年３月開催　地区懇談会の質疑顛末について

　３．住宅ローンの金利改定について

　４．「ＪＡバンクの内部管理態勢にかかる指針」の変更について

　５．組合員の異動について

　６．令和５年産　原料てん菜の本精算について　

　７．その他

　　　１）令和６年４月理事会のスケジュールについて

　　　２）その他の事項について

３月４日開催
北見黒毛和牛
市場成績

市　場　全　体

本年実績 前年同期 本年実績 前年同期

女　  満　  別

（価格  円）

去 

勢 

牛

雌 

　

 

牛

平 均 価 格

出 場 頭 数

成 立 頭 数

平 均 価 格

出 場 頭 数

成 立 頭 数

※価格は1頭平均・税込価格

617,584

222

209

487,860

186

169

649,562

193

184

556,592

144

135

649,743

39

39

522,268

27

19

704,681

21

21

591,083

25

23

組 合 員 状 況 ３月末日現在

組合員数
　正組合員　４１４名
　　（内 27法人含む）
　　戸　数　２５２戸

　准組合員
　　団　体　１６３団体
　　個　人　３２２名

前月対比
（＋3）

（±0）

 
（±0）
（±0）

理事会レポート
第２回　３/２１開催
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編

集

後

記

４月に入り、温かくなってきましたね。今年はどん

な気候になるのでしょうか。無事に豊作の秋を迎え

られるような気候であっていただきたいですね。こ

れから農繁期を迎えますので農作業事故にはくれぐ

れも気をつけて、安全に作業を行って下さい。

ＪＡめまんべつ　営農課正解された中から抽選で２名の方に景品を進呈
します。尚、当選者の発表は発送をもってか
えさせて頂きます。

３月号の答え

１……恐竜の尾の方向が違う
６……女の子の眉の形が違う
７……手の形が違う
９……帽子のバッジがない
12……矢印の向きが反対

今
年
も
高
温
予
想
…
心
配
で
す
。
は
ず
れ
て
ほ
し
い
。

Ｐ
Ｎ
．
Ｔ
さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

徐
々
に
春
め
い
て
き
て
、
私
も
仕
事
モ
ー
ド
に
少
し
ず

つ
慣
ら
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年

も
仕
事
始
ま
り
ま
す
。
頑
張
ら
な
け
れ
ば
…

Ｐ
Ｎ
．
パ
ン
プ
キ
ン

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

４
月
に
入
り
春
ら
し
く
な
り
ま
し
た
ね
。
雪
解
け
で
足

元
が
不
安
定
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
気
を
つ
け
て

作
業
し
て
下
さ
い
ね
。

昨
年
は
気
候
に
難
儀
し
た
年
に
な
り
ま
し
た
ね
。
今
年

は
無
事
に
収
穫
の
秋
を
迎
え
ら
れ
よ
う
願
っ
て
お
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
者
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
色
々
な
話
題
を
載
せ
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
折
り
込
ん
で
い
る
応
募
用
紙
に
記
入
し

応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。
当
選
者
に
は
め
ま
ん
べ
つ
の

お
菓
子
や
加
工
品
な
ど
当
選
者
へ
お
渡
し
し
て
い
ま
す

の
で
み
な
さ
ん
の
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

読
者
の
声

　
Ｊ
Ａ
め
ま
ん
べ
つ
公
式
「
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
」

と
「
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
」
に
て
、
Ｊ
Ａ
め
ま
ん
べ
つ

の
イ
ベ
ン
ト
や
農
畜
産
物
な
ど
様
々
な
楽
し
い
情
報
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
人
に
女
満
別
の
魅
力
を
届
け
ら
れ
る
よ

う
、
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
左
側
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
気
軽
に
「
フ
ォ
ロ
ー
」
や
「
い
い
ね
！
」
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
め
ま
ん
べ
つ
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　
　フ
ォ
ロ
ー
お
願
い
し
ま
す
。

五
ツ
星
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
　小
池
　理
雄

お
米
と
日
本
人
の
深
い
付
き
合
い

お
米
を
お
い
し
く
楽
し
も
う

ＪＡめまんべつ
インスタグラムＱＲ

ＪＡめまんべつ
フェイスブックＱＲ
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ＪＡめまんべつホームページ　http://www.ja-memanbetsu.jp/　E-mail:fureai.jamema@memanbetsu.ja-hokkaido.gr.jp

日
本
体
育
大
学
准
教
授
　伊
藤
由
美
子

１
日
何
歩
、歩
い
て
い
ま
す
か
？

体
を
動
か
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
　手
軽
に
体
操

まちがいさがし
右のイラストには左のイラストと違う部分が５カ所あります。間違っている部分を
左下の枠内の数字で探しましょう。

正解者の中から抽選で２名の方に景品を差し上げます。

締め切りは４月22日（月）、ＪＡ正面玄関の応募箱に投函するか

FAXにて応募下さい。FAX番号は応募用紙に記載しています。

応募要項

発
行

／
女

満
別

町
農

業
協

同
組

合
　

　
　

　
〒

099-2324   網
走

郡
大

空
町

女
満

別
西

4条
5丁

目
1番

27号
　

T
E

L
  0152-74-2131・

F
A

X
  0152-74-3344

編
集

／
営

農
部

営
農

課
　

　
印

刷
／

有
限

会
社

 サ
ン

ケ
イ

プ
リ

ン
ト

社

ＪＡめまんべつ
ホームページＱＲ

ＪＡめまんべつ
インスタグラムＱＲ

ＪＡめまんべつ
フェイスブックＱＲ

ＪＡめまんべつ
オンラインショップＱＲ
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